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Abstract: ⾚外波⻑域は、古くから振動分光に有⽤であることが知られており、熱光源を⽤いた分
光法は広く普及している。⾚外域の超短パルスレーザーは、指向性・集束性に加えて、広いスペ
クトルと短時間性を併せもつため、⾼分解能・⾼感度計測、時間分解計測、周波数相関分光など、
熱光源では叶わない新たな振動分光を可能にすると期待される。このような背景を踏まえ、我々
の研究グループでは、⾚外域の超短パルスレーザー光源の開発、新規振動分光法の創出、さらに
は、⾚外パルスによる分⼦制御法の開拓に取り組んでいる。
本講演では、２価クロム添加カルコゲナイド材料をゲイン媒質とする波⻑２ミクロン帯のモード
同期レーザーの開発[1-3]、その光源を活⽤したバックグラウンドフリー振動分光法[4,5]、さらに
は、⾚外パルスによる分⼦の⾼振動励起・回転励起への取り組みについて紹介する[6-8]。
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